
碧南市藤弁護官現代美術館

所在地愛知県碧蔀ip王子羽町1-1
竣工年:1980年{昭和55
改鯵年:2008年(平成20王子)
用 途:美指館(改修後〉

商工会議爵{改修前)

建物所有者:躍高志

改修設計者:韓式会社日

改修施工者:白竹雄設株式会社、株式会社播元

株式会社‘増産設備工業所

衣浦電気工事株式会社

ヱド館は築 25今~i-経過し、投認を終えた旧商工会議所を郷土出身の呂本の近代工芸の先駆者藤井達吉を顕彰

コンパ…ジョンしたものであり、� nrが提唱する{歩いて暮らせるまちづくり� Jの核となるべく位

量付けられた施設である。

建物はかつて信護へ塩を選ぶルートとして栄えた大浜筋道に面し、間関には各宗派の様々、神社、九重球

勝倉庫などが慾ち並び、コ…}vタール塗の療や板塀が続く股史的意寵に満ちている。主主本の白色タイル

を生かす半透明の墨色塗設を施し、遮熱を兼ねたダ}クな色調の鑑i製1レーパー〈溶融政鉛メッキり

理)を設けることで療史的な街投み景観に融和させている。又、ょにントランスを妻入りから平入りに変え、

大浜街道に面して10m.::fューブのガラスボックスを増築し、合わせて北憾の室根軒先にもランダムな幅の高

さ10mの大判ガラススクリーン(懸義務設置可能)を� S枚設け、透明性のある意限的連携をはかつている。

これらの原状に付加させてゆく手法により全く新しい施設の顔を麓出している。

内部構成では市民が自由にお入り出来る関汝ゾーンを全て公選に菌して条約させ、大きな関弓を還

践で行われる活動や来館者の動きを外から見えやすくするよう留意されており、街に対する情報発信が有効

に行われるようになっている。地階は敷地の勾配をうまく生かしたサンタンガーデンを設け、さらに基礎淡

の鎖を別協切り飛ばしプレストレスカを用いた補強会するという大胆な方法により天井高を機保するな

住性を高める工夫がな� dれている。� 3怒から成る展示怒は階高3.81なの制約のなか、ぶキスパンドメタルのス

リットに照明と空調吹出立を設ける等の:工夫により諜踏をクリアーしている。� 1熊に設けら

ゾーンの延長として壁尚宏公選に留して開放できるγ‘交がなされている。このような対応性を予め備え

ておくことは霊祭なことである。 収蔵庫については全体ゾーニングの優先阪校により最上階となったが、

的外乱に対し屋根の外断熱化、既存語物の外局バルコニーを手IJfflした空気踏による断熱強化、� jレーパー

置による躯体への日射遮議等により克服をはかつている。内装は殿、天井のら濁に空気層を持つ魔法瓶構造

とし、必要さな変温恒湿の空調環境を実現している� 祭調;方式はゾーン別空冷ヒートポンプパッケ…ジ方式とO

し、集中監視により各種警報蚊視と発停管現及び計泌管Z患の一元化を行い織かな運転が出来るようにしてい

る。今回の改修でCASBEE評餓Aグレードを実務している。

コンパージョンは多くの制約のゆで新たなニーズにいかに議適解を見出してゆくかの試行会重ねる

ある。その前提が発投まま側に於いてよく了解されていたことが、災い結果に結実したと思われる。本舘には

将来美術舶以外の吏なるコンパーションにも対応可能な公共施設としての普遍牲が備わってい

する良好会改{惨事例である。
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